	あなたも魔法使いになれるホ・オポノポノ


[image: image1.png]Infinite

i)

Divine Intelligence

ABGREE

rrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrr Superconscious Mind
(Aumakua)
BERTI?IT)

Conscious Mind (Uhane)
BHE(INE)

Subconscious Mind
(Unihipili)
BEBB(I=EEY)

TRANSMUTATION BY DIVINE INTELLIGENCE
HEGIFANLEZONDIEROTN






どうやって？
どうやって？

『あなたも魔法使いになれるホ・オポノポノ』
バンクシアブックス　滝澤朋子著　より
http://www.chitac.com/slowlife/shizenryoho/sonota/happylife.htm
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方幸せ研究所（知多クリックhttp://www.chitac.com　内)

以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2010.10.26
2005年6月12日(日記の日付)

わたしが人生で2度目の恋に落ちたのは､
1971年アイオワ(Iowa IA)は、1846年12月28日に合衆国に加わった、アメリカ合衆国の29番目の州)でのこと。
かけがえのない娘、Ｍが生まれました。

妻がＭの世話をする姿を見るたびに、妻とＭへの愛がどんどん深くなっていきました。
素晴らしい、かけがえのない家族ができたのです。

ユタで大学院を修了したその夏、妻とわたしは二つの選択肢を迫られていました。ハワイの自宅に戻るか、アイオワ州で大学院のトレーニングを続けるか。
そしてアイオワでの生活を選びました。

生活をスタートさせてすぐに二つの困難に直面しました。
一つめは、娘のMが生まれ退院してからというもの、泣き止まなくなってしまったこと。
二つめは、アイオワ州の歴史上最悪の冬がやってきたこと。
何週間も毎朝アパートの正面玄関の下を内側から蹴ったり、ツチでドアのへりを打ったりしないとあつく固まった氷によって、家の外に出られないのです。

はじめの一年間、Ｍの毛布は常に血まみれでした。この文章を書いている今になって気づいたのですが、Ｍがとめどなく泣いていたのは、肌のひどい不調に対する反応だったのです。

Ｍが眠りながら発作的に体中をかきむしる姿を見るたびに、自分の無力さに愕然とし、わたしは幾晩も泣いて過ごしました。そしてステロイド系の薬は、何の助けにもならないことも知りました。

Ｍは３歳になっても、肘とひざにできたひびから絶え間なく血が染み出ていました。Ｍの両手足の指の関節まわりのひびからは血がしたたっていました。
うでと首の周りには ( 固い皮膚の厚いマントがおおっていました。
それから9年後のある日､Ｍが12歳だったでしょうか。
その頃わたしたちはハワイに戻っており、Ｍと下の娘を車に乗せて帰途についていたのですが、突然、ただ無意識に車の向きを変え、ある女性のオフィスへ向かうため、ワイキキへ車を走らせていたのです。
「まあ、私に会いにきたのね」
わたしたち3人が彼女のオフィスに入るとモーナはささやきました。自分のデスクの書類をまとめながら、モーナはＭを見上げて「私に何か聞きたいことがあるのね?」と優しく言いました。するとそれまでだまっていたＭは、突然両うでを広げて動かしました｡
まるでフェニキア文字が刻まれたような傷を見せるかのように。これまで何年も何年も積み重ねてきた痛みと深い悲しみをようやく打ち明けるかのように。

｢分かったわ」モーナはそう答えると､目を閉じました。

モーナがしたことは何かって？
SITH ((Self Identity through Ho’oponopono)

ホ・オポノポノの創始者自らがホ・オポノポノ、
つまり"ほんとうの自分"をしてくれたのです。
13年におよぶ出血、恐怖、痛み、深い悲しみ､薬物療法のすべてが１年後､ついに終わりを迎えました｡
　　　　　　　　　　SITH　ホ・オポノポノの一生徒
(※イハレアカラ・ヒュー･レン博士)より
http://hooponopono-asia.org/responsibility/
	あなたも魔法使いになれる

ホ・オポノポノ


ホ・オポノポノとは 　バンクシアブックス　滝澤朋子著
・自分が"全責任を負う"ことを原理とするハワイ伝統の癒し､伝統的な問題解決のメソッド｡(ハワイに事務局本部)
・誰かが問題を起こしたとき、その人に関わる全ての人が参加して、その原因を癒す方法。

・モーナさんのインスピレーションにより､現代人の誰もがいつでもどこからでも一人でできるものに進化させた。
・自分を癒すことで人を癒す方法。
イハレアカラ・ヒュー･レン博士(心理学者)の実践より
・ハワイ州立病院｢触法精神障害者収容病棟｣⇒

不特定多数の触法精神障害者(自分の罪を認識して償えない人)に対して、博士が

カルテを見ながら｢ごめんなさい｣～｢愛しています｣とホ・オポノポノを実践しただけ⇒
カウンセリングや治療なしに､(いつも病院へ行く前､つまり自宅からすでに意識の｢クリーニング｣を実践した)

最初の変化は2～3ヶ月後　⇒退院する人があらわれはじめ､スタッフも変化､スタッフが余ってきてもやめたがらなくなってしまった。

2年半後　⇒　患者ゼロ
4年後　⇒　病棟１棟が閉鎖！！！
・著者滝澤さんは友人からの上記実例紹介メールを受信
⇒職場の社長は目に見えない世界を見える世界とつなぐ役割を持った人で、そうした情報に精通。

⇒社長を通じてハワイ在住の通訳に「日本で講演の依頼と情報誌に紹介のためのインタビューの２点」を依頼

⇒最初、博士は日本に行かない、他、シビアな回答

⇒糸口は｢博士に会ったことのあるミノリさんに連絡を｣
⇒高木みのりさんに連絡

⇒みのりさんは博士にメール
⇒本部からハワイで博士とともにみのりさんお息子さんの誕生日にお会いしましょう、という返信メール

⇒事前に同行者全員の生年月日と名前リスト

⇒飛行機の中でみのりさんの息子の小麦アレルギーが奇跡的に全快を目の当たりにすることに(蕎麦を食べた！)
⇒ホ・オポノポノの実践者は人に会う前にその人本来の姿に会えるように、自分を｢クリーニング｣

⇒博士の言葉:「日本に帰って、あなたが誰をも何をも、操作しようとしたり画策しようとしたりせず、ひたすらクリーニングしつづければ道は開けるだろう」

⇒日本講演実現(2007.11.23に明治学院大学で無料レクチャー､11.26船井幸雄との対談…等)
実践法

1）大前提として　　　　　　花の認識､懐中電灯の光､｢光｣に｢影｣
・目の前に現れる問題は｢すべて｣､｢私の記憶が元｣

・この世界は｢私｣や｢あなた｣一人ひとりを通して目の前に現われている。
・顕在意識は１秒に対し15～20ビットの情報量
・潜在意識の「記憶」は1100万ビットの情報量
・｢自分の人生は自分で創造、全世界が私自身の創造物｣

・潜在意識の記憶は人類､生きとし生きるもの､鉱物や人工物までもが共有して持っている､運命共同体。
・｢私｣の中にあるフィルムが映し出された”映画のようなもの”｡スクリーンの映像は｢私自身｣でフィルムを｢選定｣していて､そのフィルムを変えれば映像が変わる｡

・｢愚痴る｣｢質問する｣｢責める｣｢怒る｣｢悲しむ｣…

この行動が｢記憶｣にエネルギーを与え､ひいては嵐や地震､戦争を巻き起こすことになっている｡

・対象は万物に現れる。自分でも人(時間や天気なども)でも物質(器械が好調⇔不調⇔壊れること)までも一切
2）あらゆる経験は
・私の人生に存在するが故に私の責任が伴う"と考える。
・現実を変えるには､まず自らを変えねばならない"。
・問題を見せてもらわなければ消せない｡

・再生された現実を見て記憶のフィルムの存在に気づく｡
・私の中の｢（この問題を起こしている悪い､もしくは良くない記憶⇒以下｢記憶｣）記憶｣が｢クリーニング｣されない限り､悪い問題となっている現実は消えない｡

・おきていることは100％全て自分の責任-｢あの人も少しは悪い｣｢相手の方が…｣という気持ちが1％でもダメ｡
・｢私の記憶の何が原因か？｣の答えは全く必要がない｡
・｢わからない｣が消えると｢わかる｣かもしれないし､｢わかる必要はない｣かもしれない｡とにかく｢わからない｣という状態は消える｡
・私たち共通の記憶をクリーニングする手法
・元を断つ｡
3）ヒュー・レン方式
自らの記憶に向けて、「どの記憶が問題を引き起こしているのだろうか」と問いかけた後、
・その記憶を今まで放っておいたことに対して､

対処しなかったことに対して､

・「ごめんなさいI’m sorry」
・「許して下さいPlease forgive me」その記憶を
・「ありがとうThank you」
・「愛していますI love you」の言葉を繰り返すことを実践する。（この繰り返しは4つの言葉のうち1つの言葉を繰り返して言っても良いが、4つの言葉を1セットとして1セットずつ繰り返すほうがより効果が大きい。）

・（言葉そのものにパワー）言霊がある｡

・強い気持ちを込める､声に出す､考える必要はない｡

・これら4つの言葉（言霊）を使うと、｢神｣｢宇宙｣｢創造主｣｢サムシンググレート｣､統一して｢宇宙｣からその｢問題となる記憶｣を全て包み込んでしまう光が届く｡
・知恵を手放して叡智を得る｡叡智が入ってくる。

・必要なことがイメージとして心に浮かぶようになる。
・私たちは本来｢光｣そのもの､｢宇宙｣の一部｣

・大事なことは｢実践｣。　　※言うは易し､行うは難し
・100％｢無｣、｢ゼロ｣になれば光が注ぐ｡
・｢すべては一つ｣､｢無｣で｢光｣で｢愛｣
・悪いことがあったときこそありがとう｡
・｢感謝､感謝のリレー｣､｢イエス(はい)の道｣を行く⇒1ケ月で奇跡　⇒クリーニング⇒博士日本初講演と出版が実現
・｢あなたが変われば日本が変わり､世界が変わる｡
日本が変わらなければ､この世界はさらに悪い方向へ向かうことになる｡｣(博士のインスピレーションより)
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方幸せ研究所（知多クリックhttp://www.chitac.com内）以上皆みな様からの学びです。
～人生のクリーニング！！～
SESSION１　人生の棚卸しをする--------------------
～自分の人生を振り返り､自分のおかれた環境を探求する～ 
あなたはなぜ今の人生があるのでしょうか。なぜこれまでの人間関係がうまくいかなったのでしょうか。まだ本当の幸せと出逢えていない理由は何なのでしょうか。潜在意識にある人生の目的を探求して、真の幸せへと続く扉を開く。
｢わたしは誰か、何者なのか？｣
｢問題は何か？｣
｢問題はどこにあるのか？｣
｢問題はどのように解決できるか？｣
｢あなたの人生の目的は何か？｣
（野球帽にリュックサックの姿で会場に現れた博士の軽妙なトークが。混沌やカオスを全てゼロに戻すというのです。方法は単純、全てのデータを消去する。それはまるで禅問答のようでした。）
SESSION２　感謝のパワーによるクリーニング--------
～人との出逢いや人間関係を好転させる実践テクニック～ 
【愛の法則】
実践をとおして、人の出逢いや人間関係の障害となっている心のブロックをクリーニングする。

そのプロセスの中で、あなた自身が愛と感謝に満たされることでしょう。
SESSION３　自分自身のクリーニング１--------------
～自己価値を上げる実践テクニック～
なぜチャンスがあっても人はそれを受け取らないのでしょうか。なぜ自ら苦しい道を歩むのでしょうか。
【愛の法則】の実践的なテクニックを使って、自分を愛し、出逢いに感謝し、幸せになることを自分に許すことの大切さを学ぶ。
SESSION４　自分自身のクリーニング２--------------
～過去のクリーニングから始まる新しい旅立ち～
自分自身のネガティブな感情から脱却し、過去のトラウマをクリーニングして、【愛の法則】を実践して「豊かに成功する人生」を創るための第一歩を歩みだします。
日本のサイト―｢ホ･オポノポノアジア　博士記｣-------
普及の歴史

・古代からハワイで行われて来たと信じられている｡

・ホ・オポノポノ（Ho'oponopono）は、ハワイ語で、プクイ(心理学者)らによるハワイ語辞典において「心の洗浄。祈り、議論、告白、後悔、互いの補償と許しによって関係を整える家族会議」と定義。この言葉は、家族のあるいは個人の癒しの方法を指す言葉として知られる。

・1958年､実践方法をプクイが初めて文書に記述､別書で｢大家族が壊れた家族関係を正しいものにするために集まること｣とも｡
・1980年代にモーナ・シメオナ(本願寺ホノルル別院とハワイ州議会によってハワイの「人間州宝」に認定)が個人で行うための新しいホ・オポノポノを創始し、これをセルフ・アイデンティティ・スルー・ホ・オポノポノ (Self I-dentity through Ho’oponopono, SITH, ホ・オポノポノによる自己同一性)と名付けた。14段階のプロセスを踏むことで精神をカルマの呪縛から解放することを目指す。（ただし、このプロセスに特定の言葉を唱えることは含まれていない。）
・モーナから弟子､イハレアカラ・ヒュー・レン博士によって継承され、世界各地でセッションが行われている。
★ヒュー・レン博士の場合
・ヒュー･レン博士の娘さんが幼い頃、ひどいアトピーでかゆくてひっかくものだから血だらけになっていた。
・ヒュー･レン博士の場合は、ハワイの州宝といわれるモーナ女史のもとに相談に行ったことから始まる。
・「娘が３歳になっても、肘とひざにできた　ひび　から絶え間なく血が染み出ていました。 娘の手足や指の関節のまわりのひびから、血がしたたっていました。
腕と首の周りには固い皮膚のかさぶたが覆っていました。 
９年後のある日、娘が12歳だったでしょうか。
娘を車に乗せて家に帰る途中、私は突然、無意識的に車の向きを変えると、 ワイキキにあるある(モーナさんの)オフィスの方へ向かって車を走らせていたのです。
「まあ、私に会いにきたのね」
私たち3人が彼女のオフィスに入ると、 モーナがささやきました。机上の書類をまとめながら、モーナは娘を見上げて「私に何か尋ねたいことがあるのね?」
と柔らかく言ったのです。娘は、両腕を広げて動かしました。「分かったわ」
モーナはそう答えると、目をつむりました。 
モーナがしたこと？
セルフアイデンティティ　スルー　ホ・オポノポノ（SITH）の創造者自らが　セルフアイデンティティ　スルー　ホ・オポノポノ（SITH）を施してくれたのです。 
1年後、13年におよぶ出血、恐怖、痛み、深い悲しみ、薬物療法のすべてが終わりを遂げました。 」
モーナ女史は何をヒュー･レン博士の娘さんに施したか？
何もしなかったのである。
ただ自らをクリーニングしたのである。
どんなふうに？
ヒュー・レン博士の先日おっしゃるところによると、イチジクのジュースを身にあびるイメージによって。
ホ・オポノポノは「ごめんなさい、許してください、愛しています、ありがとう」という４つの言葉をとなえることが知られているが、そしてそれはとても重要ではあるけれども、
大切なことは、自分のウニヒピリ（潜在意識）とコンタクトすること、そして愛すること。
そのことによってアウマクワ（超意識）につながること　が大事なのである。
★ある講座体験者より

そしてそれは一度きちんとヒュー・レン博士のコースを受講する必要がある、本や講演では充分にはりかいできないということを先日コースに参加してわかった。今になってそう思う。ホ・オポノポノは世界の神秘を知るカギである。
「クリーニングとはどうするの？」という疑問が最初わくが、コースが進むなかで自ずと了解されてくる。
「ウニヒピリをケアする」というのも、最初よく分からなかったのだが、隣りの席に座った方が長年、野口整体をされているということで、ウニヒピリがこう返事をしたよという興味深い話を一緒に昼食をとりながらサラリと語られるのを拝聴して、その通りに実践したらなんとウニヒピリが返事してくれたのである。嬉しいとともに驚くべき体験であった。気持ちが温かくなり、自分を愛するということ、いとおしむという感覚がわかった。自分を愛するからこそ、自分の妻や家族や周りの人々を心から愛することができるのだということが実感できた。
ホ・オポノポノの実践については、「ごめんなさい、許してください、愛しています、ありがとう」の４つの言葉が知られているが、「ウニヒピリのケア」や「「クリーニングの方法」などについては、本を読んだだけでは分からないし、博士の言葉を間違って解釈する危険性がある。コースを受講するということは、時間や金銭やいろんな意味で負担でないことはないのだが、今回ビジネスコースを受講してよかった。(2009.12.9)
ここ数年の空前のスピリチュアルブームを経て、いま巷で熱く盛り上がっているのが、「ホ・オポノポノ」。このかわいらしくも不思議な言葉。よく耳にするようになって本を読んでみたら、ものすごく新鮮で、驚くほど軽い気持ちに。すごく簡単にいうと
「ごめんなさい」、
「許してください」
「ありがとう」、
「愛しています」、
という４つの言葉を唱えるだけで、問題解決してくれるという（！）。
たとえば会社にニガテな人がいるとする。
でも、その人を変えようとしなくてもいい。
ただ、この４つの言葉を「その人をニガテだと思う自分の記憶」に語りかけてみる。
これはもともとハワイに古代から伝わる問題解決の方法で、現代風に、自分ひとりでできるようアレンジされたもの。この知恵を、国連やユネスコなど世界各国で伝えている人が、イハレアカラ・ヒュー・レン博士だ。
実際、ハワイの重度の精神障害者の施設の収容者を、「ホ・オポノポノ」で癒した経験をもつ。
どんなカリスマと！？と思いきや、意外にも、『ふつうの人』の印象。
ご本人も「ヒーラー！？もうヒーラー（治癒する人）なんて必要のない時代だよ」と笑う。「みんな自分でできるよ」というのだ。「何より大切なのは自分を愛すること。愛は自分から始まるのです」
「人というものは、もともと完全な存在。ホ・オポノポノをしていくと、誰もが完璧な自分に戻れるんです」
博士いわく、完璧になった自分自身とは、「ゼロ」の状態なのだそうです。その時に人は愛そのものという存在になって最も必要なものが向こうからやってくるという｡
★ヒュー・レン博士インタビュー（抜粋）『ゆびほこ』より
・私たちがなにかを考えたり、打ったりしているとき、自覚しているのは表面にある顕在意識だが､その土台にある潜在意識では､絶えずその１１００万倍の記憶が立ち上がっている｡それは個人の記憶ではなく、宇宙が創世されてからのすべての記憶。潜在意識には、過去の宇宙に存在したすべての記憶がインプットされている。その中の病気や事故、不幸などの記憶が再生され、人生に反映されると､さまざまな問題が起こる｡悩みや不幸、経済的に恵まれないのは過去の記憶が再生されているため｡
・過去の記憶がクルーニングできると、「無」ゼロの状態になる。情報が全くない状態です。このとき、意識（マインド）は自由でかつ明確でピュアです。これが本来の状態です。
・その状態になると、あなたに必要なもの、完璧なものが、すべてあなたのところにふさわしいタイミングでやってきて、インスピレーションをあなたに与えます。
・ホ・オポノポノには、クリーニングの方法が８０～９０あります。なかでもお勧めしているのが、次の４つの言葉を言う方法です。「ありがとう」「ごめんなさい」「許してください」「愛しています」
・この４つの言葉は、潜在意識に対して言います。潜在意識を「インナーチャイルド」（自分の内なる小さな子ども）とイメージする方法もあります。まずはただ機械的に４つの言葉を言うだけでいいのです。
ホ・オポノポノでは「この世界に起きていることは１００％自分の責任」と考えます。・・・そして４つの言葉を言って、過去の記憶をクリーニングしましょう。機械的にクリーニングすることで、潜在意識が原因となる記憶を見つけ出し、後は神聖なる存在が消去してくれます。
・病気や災難など「１００％自分の責任」と思えないかもしれませんが、病気や災難が起こるのは、過去の記憶が再生されているからです。顕在意識では理解不能でも、原因は自分の内にあります。
ホ・オポノポノとは、実は、このメモリーを好きになることです。メモリーに「愛しています」と言うとメモリーがはがれ落ちます。雲が晴れて太陽の光が現れるように。それが「手放す」ということです。真に自分を愛し、大切にすることです。別に聖職者もグル（導師）も必要ない。必要なのは自分だけです。
・問題はただ一つ、過去の記憶が何度も再生されているということです。だからこそ、ホ・オポノポノが役に立ちます。繰り返しクリーニングすれば、必要なものが与えられます。その人にほんとうにお金が必要なら、お金がやってくるでしょう。ここで気をつけなければならないのは、「期待」はクリーニングの一番の妨げになるということです。
・私（ヒュー・レン博士）が、ハワイ州立病院で罪を犯した精神病の患者たちの病院で働き始めたとき、隔離病棟は満員で、手足を拘束された人がたくさんいました。２年半後には隔離病棟にはだれもいなくなり、だれも手足を拘束されなくなりました。平均７年の収容年数は４～５か月になり、一人にかかる経費は激減しました。
私は「私の中のどんな記憶が、患者さん達を病気にしたり、問題のある状態にしたりしているんだろう？」と自分の中のその記憶をクリーニングしました。クリーニング、クリーニングそれだけです。

・日本人は世界を救う特別な役割を担います。日本のかたがたがクリーニングをなされればという前提つきですが、世界の助けになるような食料を作り出すという役割です。例えばイチゴとか。イチゴは、女性が不幸と感じたり、女性がうつ状態になったりする気持ちを助けてくれます。その記憶を消し去ってくれるのです。
・その現象はあなたから始まります。いろいろ考える前にまずそう言い始めるといいのです。すべてはそこから始まります。今から始めてください。
★イハレアカラ・ヒュー･レン博士の最近の活動
数年間ヨーロッパで活動

⇒｢日本に行きなさい」という声､⇒博士「まだヨーロッパが終わっていないから行きたくない。」⇒上の方から「まずは日本から。後の世界へは日本から自然に発信されていく」と、何度も何度も聞こえたとのこと

（今、世界中で「宇宙」との交信を始めている人々が続々と現われて、日本を訪れる人が増えている。）
｢まずは日本が変わるのだ。それがなければ、世界が変わらない」｢宇宙」だけがその答えを知り、「宇宙」だけがすべての疑問に答えを出せる。
何かちょっとした「疑問」が一つでもあれば、「わからない」をクリーニングする。(バンクシアブックス　滝澤朋子著)
★バンクシアブックス※のバンクシアとは
オーストラリアの森林に自生している一風変わった不思議な植物。実は堅い殻に包まれていて、普段は何事もないかのように静かにしていて、山火事が起きない限り、殻がはじけることもありません。
山火事で森が燃える熱によって、堅い殻が弾けて種が放出されます。燃え尽きた大地でその種が発芽し、焼け跡に新しい生命が芽吹き、やがて新しい森が再生されます。
今、まさに資本主義という森が燃えています。古い森に代わって、新しい森を創っていく必要に迫られています。いよいよバンクシアの出番です。
新しい社会は「愛と調和」「互恵と共生」をキーワードとする、人間関係を重視した社会になると思います。
『祈りと治る力』（ラリー・ドッシー）より
祈りが「本当に」効くのは、なぜなのか。
人間は、祈りには実際に病気を治す力があることを、古代より直観していた――
『癒す心、治る力』（アンドルー・ワイル博士より引用）
■危篤状態になった子どもたちが運び込まれる集中治療室で看護婦さんたちが体験したエピソードを元に一つの研究が発表された。

瀕死の状態から奇跡的に蘇生･治癒するのはラテンアメリカ系でアングロサクソン系と比較すると圧倒的に多い。その違いはというと、家族にあった。
メキシカンの子たちの家族は皆が病室に泊まりこみ、絶えず語りかけ､神に祈る。
アングロサクソンの子は一人で放っておかれる。
(12対0)

治療方法は同じだから原因はそれしか考えられない。
と並び世界的に有名な米国の医師・ラリー・ドッシー博士が、最新の医学研究をもとに実証する。
「祈り」がもたらす絶大なる「治癒効果」のすべて！
■祈りは本当に効く良いクスリ
祈りの力は、離れた場所からでも人を癒す
祈りの効果を示した、多くの科学的研究
祈りの力は、特定の宗教だけのものではない
「まごころ」のない祈りに効果はない
祈りの力は、「相手にとって」もっとも良い結果をもたらしてくれる
祈りによって、心は時間と空間を超える
祈りは単なるプラシーボ（偽薬）などではない
ネガティブな無意識の力に注意せよ

【目次より】
■第１部　祈りが効く証拠
祈りをテストすることは、ひとつの礼拝の行為である　　
祈りの実験は、宗教と科学のあいだにある亀裂を癒すことに役立つ
祈りの実験が宗教的信念におよぼした衝撃
祈りの科学的理解には限界がある
祈りは単なるプラシーボ（偽薬）ではない
｢祈りのエネルギー」がどこかに飛んで行くわけではない
■第２部　祈りにまつわる議論
｢祈りのせいで命を失うこともある」という批判について
祈りの多様性を祝福する
祈りは「偽りの希望」か？
相手の同意なしに、他人のために祈ること
祈りの研究調査のために公的基金を使うべき
医療過誤と祈りの活用での失敗例
あなたは自分のために祈ってくれる医者が欲しくはないだろうか？
■第３部　祈りとは何なのか？
宇宙そのものが祈りである
祈りとは、ひとつの心の態度である
祈りとは、「あるがまま」にあるべきものである
祈りのための祈り
宗教と祈りを区別する
からだは祈りと瞑想を区別しない
日常にある魔法
■第４部　祈りはどうあるべきか
｢お墨付き」のようなものは、祈りでは意味はない
子どもとは祈りそのものである
祈りの力と動物たち
医者が祈りをテストする
祈りにまつわる矛盾と混乱を克服する
祈りから恩恵を受けるためには
祈る必要があるとき、われわれは自然に祈る
これだけが最良の祈りだというものはない
多く祈ることが必ずしも良いとは限らない
ひとりで祈るか、集団で祈るかのどちらを選んだらよいかは、われわれの気質による
夢の中でも祈ることができる
無限なるものをかいま見る
病んでも、自分自身を許してあげること
「御心が行なわれますように」と祈ること
アイオワ州でとうもろこしに祈った例
祈りへの答えは、必ずしも「イエス」とは限らない
祈りの内容に気をつけよ。ネガティブな祈りに注意せよ
祈りは、われわれを意気地なしにではなく、勇敢な闘士にしてくれる
【著者紹介】ラリー・ドッシー（Larry Dossey, M.D.）
医学博士。テキサス大学卒業後、ダラスのサウスイースタン医学校で博士号を取得、内科医としてダラス市立病院の医長をつとめた経験をもつ。科学的調査データに基づいた、心と自然治癒の関係についての研究で世界的に知られ、ハーバード大学など、多くの代表的な大学で講演してきた。1995年からは代替医療の科学的研究誌『Alternative Therapies in Health and Medicine』（日本版『季刊　オルタナティブ・メディスン』） の編集主幹。著書に『時間・空間・医療――プロセスとしての身体』(邦訳、めるくまーる社)、『魂の再発見――聖なる科学をめざして』『癒しのことば――よみがえる〈祈り〉の力』（邦訳、春秋社）など多数がある。

※ホ・オポノポノの紹介と博士の日本講演のきっかけを記した『あなたも魔法使いになれるホ・オポノポノ附:実践の手引き』の出版社
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方幸せ研究所（知多クリックhttp://www.chitac.com内）以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2010.10.26

誰の責任なのか？ - Who's In Charge

http://hooponopono-asia.org/responsibility/　より
2005年6月30日（ヒュー・レン博士の日記より）
人生の目的
それは、"ほんとうの自分"になることです。
"ほんとうの自分"とは、神聖なる存在（ディヴィニティー）が創造したその正しい形、つまり無（ゼロ）と無限である状態です。

人生で体験することはすべて、記憶の再生、またはインスピレーションです。
鬱、思考、非難、貧困、憎しみ、怒り、痛みは、シェークスピアがソネットで表現したように「･･･過ぎ去った悲しみ、昔の嘆きを今改めて嘆き直している」状態です。

今この瞬間からクリーニングを始めるか、絶え間なく続く記憶の再生か。
意識（表面意識）はそのどちらかをいつでも選択することができます。
2005年12月27日（2005年に戻ります）
ほんの数ヶ月前、SITH ホ・オポノポノに必要不可欠な「１８の性質」がそれぞれまるでセリフをしゃべっているように用語をまとめてみては？と思いつきました。
楽しんで読んでみると、自分の中でどんどんなじんでいくはずです。

1.　ほんとうの自分（セルフ・アイデンティティ）

わたしは"ほんとうの自分"です。
４つの要素からなっています。

「神聖なる存在」「超意識」「意識」「潜在意識」です。
わたしは無（ゼロ）と無限からなっています。
神聖なる存在をそのまま真似します。

2.　神聖なる存在（ディヴィニティー）

わたしは神聖なる存在です。
わたしは無限です。
わたしはすべての"ほんとうの自分"と"インスピレーション"を創ります。
わたしは記憶を無（ゼロ）に変換します。

3.　超意識（アウマクア）

わたしは超意識です。
わたしは意識と潜在意識を監督しています。
意識がホ・オポノポノというお願い（記憶の消去）を始めると、わたしはそれに更に磨きをかけ、適切な形に整えてから神聖なる存在に届けます。
わたしは潜在意識の中で再生される記憶に影響されることはありません。
わたしはいつも神聖なる存在とひとつです。

4.　表面意識（ウハネ）

わたしは表面意識です。
「選択」という贈りものが与えられています。
わたしは記憶が潜在意識やわたし自身の中で繰り返し再生することを許すことができます。
わたしは同時に"ホ・オポノポノ"をすることで記憶を消去し潜在意識を解放することができます。
わたしは"神聖なる存在"からのお知らせをうけとるためにお願いすることができます。

5.　潜在意識（ウニヒピリ）

わたしは潜在意識です。
この世のはじまりからずっと溜め込まれてきたすべての記憶の保管庫です。
すべてのものごとは、わたしの中で「記憶」か「インスピレーション」として体験されます。
からだと世界は、わたしを通して「記憶」か「インスピレーション」として存在しています。
記憶の反応として問題が住む場所、それがわたしです。

6.　無（ゼロ）

わたしは無です。
わたしは自分と宇宙の基盤です。
わたしは神聖なる存在からインスピレーションが湧き出る場所です。
わたしは無限です。
潜在意識の中で記憶が再生されるときわたしは押しやられます。
わたしはそんなときも破壊されることはありません。
わたしは神聖なる存在から溢れ出るインスピレーションを阻むことはしません。

7.　無限

わたしは無限です。
わたしは神聖なる存在です
インスピレーションはまるではかないバラのように、わたしからほんとうの自分にある「無（ゼロ）」に注がれ、記憶というトゲによってたやすく曲げられてしまいます。

8.　ひらめき

わたしはインスピレーションです。
わたしは無限の神聖なる存在によって創られたものです。
「無（ゼロ）」からあらわれ「潜在意識（ウニヒピリ）」の中に流れます。
わたしはまったく新しいものとして体験されます。

9.　記憶

わたしは記憶です。
わたしは「潜在意識（ウニヒピリ）」の中に記録されている過去の体験です。
わたしは引き金が引かれると、過去の体験をそのまま再生します。

10.　問題

わたしは問題です。
わたしは「潜在意識（ウニヒピリ）」の中で繰り返し再生される過去の体験です。
わたしはつまり記憶です。

11.　体験

わたしは体験です。
わたしは「潜在意識（ウニヒピリ）」の中で起こっている記憶の再生の結果です。
または、わたしは「潜在意識（ウニヒピリ）」の中で起こっているインスピレーションの結果です。
12.　オペレーティングシステム

わたしはＯＳ（経常システム）です。
わたしは「無（ゼロ）」、「インスピレーション」、「記憶」を使って自分自身を操作しています。

13.　ホ・オポノポノ

わたしはホ・オポノポノです。
1983年に"Living Treasure of Hawaii"（ハワイの人間州宝）に認定されたカフーナ・ラパアウ・モーナ・ナラマク・シメオナが古代ハワイの問題解決プロセスを現代に適応できるようにしました。
それがわたしです。
わたしは３つの要素「悔悟」・「許し」・「変換」から構成されています。
わたしは「表面意識」が「神聖なる存在」にする"お願い"です。
わたしは記憶を無（ゼロ）にして「ほんとうの自分」を再構築します。
「表面意識」によってわたしは開始されます。

14.　悔悟 

わたしは悔悟です。
ホ・オポノポノのプロセスは､わたしからスタートします。
わたしは表面意識が「記憶を無（ゼロ）にしてください」と神聖なる存在にする"お願い"です。
わたしといっしょにいることで表面意識は責任を自覚します。
潜在意識(ウニヒピリ）のなかで記憶が再生される問題は
すべて自分が創りだし、受け入れ、溜め込んできたものだという責任を。

15.　許し

わたしは許しです。
わたしは悔悟と同時に行われます。
わたしは表面意識が「記憶を無（ゼロ）にしてください」と神聖なる存在にする"お願い"です。
意識は悲観しているだけでなく、神聖なる存在に対して許しを請うているのです。

16.　変換

わたしは変換です。
神聖なる存在は、わたしを使って潜在意識（ウニヒピリ）の中にある記憶を中和し、解放します。

17.　富

わたしは富です。
わたしはほんとうの自分です。

18.　貧困

わたしは貧困です。
わたしは記憶の再生そのものです。
わたしは「ほんとうの自分」を妨害します。
わたしは潜在意識（ウニヒピリ）が神聖なる存在からインスピレーションを受け取るのを妨げます。

最後に皆様にお伝えしたいことがあります。
SITHホ・オポノポノのクラス受講前にこの記事をお読みいただくことでクラスに参加する準備ができます。

すべての理解を超えるほどの平和が訪れますことを・・・

O Ka Maluhia no me oe.

平和があなたとともにありますように。

イハレアカラ・ヒュー・レン博士
Chairman Emeritus IZI LLC

この記事を執筆するにあたって監修を努めてくれたKR、HW、OH、JV、ありがとう。
そしてウェブサイトに公開するにあたり、準備をしてくれたOHに、重ねて感謝の意を表します。
ありがとう。

2005年3月12日
"無（ゼロ）"
それは「ほんとうの自分」「こころ」「宇宙」のもとです。
つまり神聖なる存在（ディヴィニティー）が潜在意識の中にインスピレーションを吹き込むときにある状態です。

科学者が知っているのは、宇宙が"無"からうまれたこと、そして"無"に帰るということだけである。
宇宙はゼロからはじまり、ゼロに終わるのだ。
チャールズ・サイフェ、異端の数ゼロ:数学・物理学が恐れるもっとも危険な概念（邦題）

記憶が再生されるとすぐに自分の中の"無"の状態ではなくなり、インスピレーションも遮られます。この状態を修復し、自己を立て直すためには、神聖なる存在（ディヴィニティー）の力を借りて、記憶を"無（ゼロ）"に変換する必要があります。
クリーニングして、消去して、消去して、自分だけのシャングリラ(※イギリスの作家の小説に登場する理想郷＝ユートピアの名称。転じて、一般的に理想郷と同義)を見つけるのです
どこに? あなた自身の中に。
－モーナ・ナラマク・シメオナ、カフーナ・ラパアウ

2005年3月22日
"わたし"という存在そのものは神聖なる存在から与えられたおくりものです。
そして、そのおくりものは問題を解決し、自己（ほんとうの自分）を再構築するために与えられました。

「SITH　ホ・オポノポノ」は、古代ハワイに伝わる「悔悟、許し、変換」という問題解決のプロセスを現代に適応させた新しい問題解決法です。

他を裁かないこと。そうすれば、あなたも裁かれないでしょう。
非難しないこと。そうすれば、あなたも非難されないでしょう。
許せば、あなたも許されるのです。
イエス・キリストの言葉、ルカの福音書６
ホ・オポノポノでは、
●神聖なる存在（ディヴィニティー）
●超意識(アウマクア)
●意識(ウハネ)
●潜在意識（ウニヒピリ）
この４つの要素が"自己（セルフアイデンティティー）"を形成しています。
この４つが、ひとつの共同体として一緒に働きます。

わたしたちの問題のほんとうの原因は、潜在意識（ウニヒピリ）の中で記憶が再生され続けることです。それを解決するため、それぞれの要素にはユニークな役割と機能があります。

超意識（アウマクア）は、常に記憶から自由な状態です。潜在意識（ウニヒピリ）の中で再生される記憶の影響は受けません。いつでも神聖なる存在（ディヴィニティー）と一体です。
神聖なる存在がどのように動くときでも、超意識（アウマクア）はいっしょに動きます。

"自分"を操作するのは、インスピレーションか記憶、そのどちらかです。
インスピレーションか記憶、そのどちらかが一瞬ごとに潜在意識（ウニヒピリ）に対して行動を決定することができます。
"ほんとうの自分"というたましいは、その瞬間どちらか一方の指示にしか従えません｡

インスピレーションというバラの花ではなく､たいてい記憶のトゲに向かっています｡
ホ・オポノポノとは？














心の洗浄。


祈り､議論､告白､後悔、互いの補償と許しによって


関係を整える�家族会議。


自分が"全責任を負う"ことを原理とする


ハワイの伝統的な癒し、問題解決法｡　　　


元は､大家族などで、誰かが問題を起こしたとき、


その人に関わる全ての人が参加してその原因を癒す方法｡


現代人の誰もが一人で


いつでも、どこからでも、できるものに進化させた。


自分を癒すことで　人を癒す方法





すご～い魔法効果の実例











ハワイ州立病院


｢触法精神障害者収容病棟｣が


※不特定多数の触法精神障害者(自分の罪を認識して償えない重度の精神病患者) を数多く収容しているため、スタッフは廊下を歩くにも背中を壁側にして歩かないと危険なほどだったという。


１棟まるまる消えた～！

















いつでも、どこででも


自らの記憶に向けて、


「どの記憶が問題を引き起こしているのだろうか」


と問いかけた後、


その記憶を今まで放っておいたこと、


対処しなかったことに対して､


・「ごめんなさいI’m sorry」


・「許して下さいPlease forgive me」


その記憶を


・「ありがとうThank you」


・「愛していますI love you」


の言葉を繰り返すことを実践するだけ。





※4つの言葉を1セットとして1セットずつ繰り返すほうがより効果が大きい。





誰にもできるとは？








どういうこと？








ヒュー･レン博士（心理学者）が一人で


５年間　(1983～1987年)　の勤務で


２～３か月後


患者にもスタッフにも　変化


２年半後　患者　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゼロ),０)�


４年後　　病棟　閉鎖





どうやって？











カウンセリングなどの一切の治療なしに､


出勤前の自宅から


さらに、病院でも「別室」で


「ホ・オポノポノ」を実践し、


自分で自分を癒し、


不都合な｢記憶｣の「クリーニング」を


しただけ





どうして？











花の認識､懐中電灯の｢光｣に｢影｣のようなもの


目の前の問題は｢すべて｣､｢私の記憶が元｣


一人ひとりを通して目の前に現われているだけ。


｢自分の人生は自分で創造、


全世界が私の創造物｣


潜在意識の記憶は人類､生きとし生きるもの､鉱物や人工物までもが共有して持っている。運命共同体｡ワンネス


｢記憶」が消えれば｢問題｣が消える。











ありがとうございます。2010.11.1








